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［別添１］ 

平成２３年７月２９日 

 

平成２２年度実施 地域ＩＣＴ利活用広域連携事業 成果報告書 
 

実施団体名 特定非営利活動法人 日本で最も美しい村連合 

 

事業名称 日本で最も美しい村ヘルスツーリズム推進事業（テーマ：緑の分権改革関係） 

 

１ 事業の目的 

日本で最も美しい村を構成する 39 地域は、北海道から沖縄までに分布している。かつ「村」と

いう特性が示すように、その多くが都市部のマーケットから離れている。このような条件の中で地

域活性化を図るには、ICT の有効活用が極めて有効である。 

 そこで、「日本で最も美しい村」連合の 39 地域は、自ら「村の良さ」を守り経済活力を創出して

いくために、「地域性を活かしたヘルスツーリズム産業」の構築に取り組むこととする。そもそも、

連合を構成する地域には、農漁村文化、多様な食文化、温泉湯治の文化を持つところも多いため、

このような地域特性を生かすものである。 

 この促進に当たっては、ＩＣＴが持つ非地域性、即時性、低コストを活かし、様々なジャンルの

プロが持つノウハウを全国の「村人」に共有することで魅力のあるツーリズム産業の人材育成と質

の向上を目的とした。 

 

2 事業の概要 

 事業の中心は、「リーディングモデルの開発」と「コンテンツ開発システムの構築」である。 

◎ 日本で最も美しい村連合ならではのヘルスツーリズムを推進するためのリーディングモデル

の活動形成（北海道美瑛町、山形県大蔵村、熊本県南小国町） 

◎ 健康や食、旅行などのアドバイザーチームの形成を図り、リーディングモデル地域のアドバ

イス活動を通じたヘルスツーリズムのコンテンツ開発プロセスの品質向上 

◎ リーディングモデル３地域の取り組みを通じて得られたナレッジを、美しい村連合を構成す

る関係地域(平成 23 年７月現在 39 地域)でも共有できるコンテンツ開発システムの構築 

 

3 事業の実施概要（詳細は次ページ以降参照） 

本事業においては、以下の３つのプロジェクトをした。 

①リーディングモデルの開発：大蔵村、南小国町、美瑛町の 3 地域にて、美しい村連合各所の地域資源を活

かしたヘルスツーリズムに関する着地型旅行商品作成プロジェクトを実施。 

②ICT システム開発「連合ヘルスツーリズム開発システム」：ヘルスツーリズムを推進するためのプログラムの

構築 

③アドバイザリーチームの構築 

医療、健康、食などのヘルスに関わる専門家、魅力ある地域づくりやツーリズムに関する専門家、サ

ポーター企業のネットワーク構築。 



 2

Ⅰ 人材育成・活用成果 

１ 申請主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

 今回の事業において育成したＩＣＴ人材の人数及びその大まかな属性は、以下のようになってい

る。 

 育成人数 属性 

美瑛町 

地域協議会 
20 名以上 

びえい白銀温泉観光組合（旅館及びホテル５名） 

宿部会（ペンション２名） 

自転車愛好家・ガイド等（６名） 

商工事業者（３名） 

スポーツ系ＮＰＯ（１名） 

公共施設・行政（３名） 

大蔵村 

地域協議会 
13 名以上 

肘折地区代表 

大蔵村観光協会長 

肘折温泉郷振興㈱代表取締役 

肘折温泉旅館組合長 

大蔵村観光協会誘客推進委員長 

肘折温泉旅館組合青年部 

肘折温泉旅館組合青年部 

肘折温泉旅館組合青年部長 

肘折温泉商店組合青年部 

肘折温泉旅館組合青年部 

最上国際湯治交流研究会主任研究員 

大蔵村 

南小国町 

地域協議会 
15 名以上 

南小国町観光協会 

南小国町観光協会 

商工会青年部 

㈱きよらカァサ 

南小国町観光協会 

南小国町観光協会 

黒川温泉青年部 

黒川温泉青年部 

商工会青年部 

百姓いっき 

百姓いっき 

農花の会 

山みず木 

南小国町役場総務課 

南小国町役場産業振興課 
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日本で最も美し

い村・連合 

加盟 39 地域 

39 名以上 

（日本で最も

美しい村・連

合加盟地域の

担当者） 

（加盟地域担当者リスト） 

北海道 美瑛町、赤井川村、標津町、鶴居村、京極町 

秋田県 小坂町、東成瀬村 

山形県 大蔵村、飯豊町 

福島県 北塩原村、飯舘村 

群馬県 昭和村、中之条町伊参 

長野県 大鹿村、木曽町開田高原、中川村、南木曽町、小川村、

池田町、高山村 

山梨県 早川町 

岐阜県 白川村、下呂市馬瀬 

京都府 伊根町 

奈良県 曽爾村、十津川村 

岡山県 新庄村 

鳥取県 智頭町 

島根県 海士町 

徳島県 上勝町 

愛媛県 上島町 

高知県 馬路村 

福岡県 八女市星野村 

長崎県 小値賀町 

熊本県 南小国町 

宮崎県 高原町、綾町 

鹿児島県 喜界町 

沖縄県 多良間村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者会議（４月２８日、東京・虎ノ門にて） 
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② ＩＣＴ人材の育成方法 

 ＩＣＴ人材の育成は、以下のように取り組んだ。 

 

 《ＩＣＴを活用したヘルスツーリズム展開の基本原則》 

 

 本事業を通じてヘルスツーリズムを展開していく基本原則は、以下のように整理した。 

 

  ■美しい村ならではの「登録地域資源」を活かす。 

○ 連合に申請登録している地域資源の活用 

○ 美しい里山・美しい里海の空間活用 

○ 農業・漁業などのなりわい・恵みからもたらされる美味しい食 

○ 世界連合加盟を契機に、海外からお客様をお迎えできるアメニティ・おもてなしの向上 

○ 連合加盟地域で、共通に得られるコンテンツ・クオリティの水準確保 

○ ツーリズムマーケットのイニシアティブを握る女性の感覚で、美しい村のおもしろさを

活用 

■ヘルスツーリズムの取り組み自体が、 

○ 地域資源を磨くきっかけ、美しい村づくり活動となる。 

○ 食文化の向上、アメニティの向上、おもてなしの向上、景観の向上に繋がる。 

  ■外部の方々だけでなく、住民にとっても「健康」の向上に繋がる。 

○ 自分たちが地域を楽しむきっかけとなる。 

○ 自分たちで、継続的に取り組める。（7 月で終わらない） 

 

 

 《「日本で最も美しい村」連合が考えるヘルスツーリズムとは》 

 

 「日本で最も美しい村」連合が考えるヘルスツーリズムは、下記のように整理した。 

 

「日本で最も美しい村」の魅力は、 

◆その時に、そこにいなければ出会えない美しい風景 

◆その大地、その海が育んだ美味しい食材 

◆美しい村に生きてきた村民の心・おもてなし 

 

「日本で最も美しい村」に出かけたとき、 

かけがえのない時間を過ごすことよって、 

自らの感性を広げ、自らの体が持つ生命力を思い出す。 

 

大地に生きていることを実感する旅が、 

「日本で最も美しい村」連合の考えるヘルスツーリズムです。 
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 《ＩＣＴ人材育成の全体構成》 

 

 本事業によるＩＣＴ人材育成の全体構成は以下のように組み立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

○ ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合は、平成 22 年度時点で全国 39 地域が加盟している。 

○ これまで 5 カ年の活動を積み重ねることで、当初 7 地域でスタートした活動も全国 39 地域に

広がった。このことは、社会的な美しい村の認知度向上につながる一方で、個々の美しい村の

観光面での活性化や相互のネットワークの促進が課題となっていた。 

○ これらの課題を解消するには、加盟各地域が外部の助力を得ながら個々の活動を促進したり、

連合ならではの相互交流を活性化させたりすることができるネットワーク力のスキルが高いＩ

ＣＴ人材が必要である。 

○ このため、まず加盟 39 地域の担当者に対し、ＩＣＴのスキルを高めるための取り組みを進め

た。本事業期間中においては、４月に全国の担当者が東京に集まり研修を行ったほか、日常的

に事務局（美瑛町）を中心として、ヘルスツーリズムに関する情報交換や情報収集を行った。 

○ リーディングモデル地域としては、北海道美瑛町、山形県大蔵村、熊本県南小国町を選定し、

各地域においてヘルスツーリズムの体制構築とコンテンツ開発を進めた。 

○ これらの現場における取り組みと同時進行で、事業修了後に継続的にヘルスツーリズムのコン

テンツ開発を行うためのシステム（ＵＮＳ）の構築を行った。 

 

「日本で最も美しい村」連合（現在３９地域）

地域資源を活かすツーリズムの形成が必要
－「健康・ヘルス」をテーマに設定－

「ヘルスツーリズム」を考え方、進め方を構築

コンテンツを、３地域で実証展開
－美瑛、大蔵、南小国

展開のプロセスを「e-ラーニング」

３９地域の担当者会議・テレビ会議

今後３９地域で展開

現状のツーリズムのコンテンツのクオリティを、一定水準以上に
引き上げ、もって連合加盟地域の発展に資する

総
務
省
・
地
域IC

T

事
業
の
導
入
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 《今回のシステムを用いて展開するＩＣＴ人材のコンテンルのフェーズ設定》 

 連合全体として、「フェーズ２『健康増進』」を目標に、人材育成を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 『健康・ヘルス』には、上記のようなフェーズが設定できる。日本で最も美しい村連合では、

その人材育成において、『フェーズ 2』を基本的な目標に定め、コンテンツ開発の活動を促進

させた。 

健康状態

非健康状態
治療滞在、温泉病院など

転地療養、リハビリツーリズムなど

生活習慣病対策、医療ツーリズムなど

痩身、メタボ対策、ファスティング、薬膳、
エステ、フィットネス、アンチエイジング、
リンパ・マッサージ、禁煙 など

気分転換 自己開発、エコツーリズム、グ
リーンツーリズム、スポーツ など

旅
行
者
の
状
態

フェーズ１
保養

フェーズ２
健康増進

フェーズ３
疾病予防検査

フェーズ４
療養・養生

フェーズ５
手術・治療 医師

医師・
療法士

検査資格

健康資格

レジャー資格

専門家 プログラム

どのフェーズまで対応で
きるかは、各地域ごとの

特性により異なる

連合全体で、フェーズ２を目指す

頑張れるところはフェーズ３以上を！
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■加盟 39 地域に対する取り組み 

 

《基本的枠組み》 

誰が コーディネーター 

山田泰司 

 

アドバイザー 

宮地元彦（国立健康栄養研究所健康増進研究部） 

三島和夫（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所・精神生理研究部部

長）脳病態統合イメージングセンター・画像診断治療研究部部長（併任）） 

菊池真由子（管理栄養士） 

飯塚裕三、柳川尚子（財団法人健康・体力づくり事業財団） 

対象 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合の加盟 39 地域 

カリキュラム・

教材 

 

教材－「日本で最も美しい村」連合におけるヘルスツーリズム 

 

（内容） 

ステップ１ 日本で最も美しい村の目指すべき姿の再共有 

ステップ２ 日本で最も美しい村の考えるヘルスツーリズムとは 

ステップ３ ヘルスツーリズムのコンテンツ開発のためのネットワークシス

テムの構築について 

 

手法 加盟地域担当者を集めた「担当者会議」にてワークショップ形式で推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本で最も美しい村連合が考えるヘルスツーリズムの基本的内容（部分抜粋）

を以下に掲載する。 
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《カリキュラム構築における基本的視点》 

 日本で最も美しい村に加盟している地域には、人と自然の関わりの中で育まれた「里山」、「里海」

が特長である。一方、日本の地方部の多くが疲弊する中で、加盟地域では、地域資源を活かした観光

振興等に取り組んでいる。この観光

振興を促進させるための基本的な展

開は、下図のように組み立てている。

これらの取り組みを一つずつ着実に

行うためには、ＩＣＴを用いてネッ

トワークを構築し、その間形成を強

化することが重要である。本事業に

より開発を進めている美しい村ネッ

トワークシステム（ＵＮＳ）は、連

合加盟地域が観光等による活性化を

推進するための支援システムである。 

 

 

《地域の人々との連携・ネットワークの重要性》 

 ヘルスツーリズムを推進していくためには、一つのプログラムの中にも様々なステークホルダーが

関与する。（下図参照）それぞれのステークホルダーがヘルスツーリズムのコンセプトのもとで連携

しなければ、来訪者（観

光客）に楽しんでもらえ

ず、結果として観光振興

につながらない。美瑛町、

大蔵村、南小国町のリー

ディングモデルの推進に

あたっては、協議会組織

を構築しながら進めた。

その際には、直接的・間

接的に関係する人材に働

きかけ、地域力を形成し

ていく取組となることに

心がけた。 

 

《事業展開の基本的な流れ》 

 次頁図は、本事業の全体の流れを示すものである。日本で最も美しい村連合のこれまでの活動から

抱えている様々な課題に対し、「地域ＩＣＴ利活用広域連携事業」を用いることにより解消が期待さ

れる内容について、連合関係者、アドバイザーなどの助力により、3 つのリーディングモデル地域で

具体的な展開を行った。それぞれの現場から得られたノウハウは、その後、連合に加盟する全地域で

共有できるように、システム開発（ＵＮＳ）にフィードバックを行った。 

里山・里海の保全
活動の促進

食文化の
レベルアップ

アクティビティ・
アメニティの向上

情報発信・
コミュニケーション

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

体
と
心
の
健
康
・HE

A
LT

H

戦
略
形
成

外部からの力
の巻き込み

意
志
決
定

行動改善

国
際
レ
ベ
ル

国
際
レ
ベ
ル

来訪者

美味しいものを
食べたい

見た目栄養 おもてなし食材

シェフ・
料理人 栄養士 生産者

仲居・
スタッフ

村人

健康でいたい

オーナー ・ コーディネーター

要望対応

「食」を例にした場合、

医療系
専門家 最も大切なこと、

地域の人たちとの連携

健康度把握

美味しさだけでなく、健康に配
慮した食事メニューの提供を心
がける。そのためには、様々な
人の連携が必要になる。

美しい村・○○村



 9

 

北海道 

美瑛町 

山形県 

大蔵村 

熊本県 

南小国町

 

平
成
二
十
二
年
度 

 

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
広
域
連
携
事
業 

システム 

開発 

 
連合活動を発展させる上での様々な課題 
◇ 連合としての共通展開テーマ 
◇ 全国の加盟地域のネットワーク 
◇ リーディングモデルの形成 
◇ フランス・イタリアなどとの連携 

NPO 法人 

「日本で最も美しい村」連合 

○ 加盟地域の健康要素を地域資源とし

た「ヘルスツーリズム」の展開 

○ 加盟地域におけるコンテンツ開発 ICT

支援システムの開発 

支
援 

 平成２３年７月末 

 日本で最も美しい村連合ネットワークシステム構築 

（通称ＵＮＳ） 

◇ 連合加盟地域での活用促進 

◇ 旅行商品の開発促進 

現
場
の
経
験
を
シ
ス
テ
ム
開
発
に 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

協議会の形成 協議会の形成 協議会の形成 

コンテンツ開発 コンテンツ開発 コンテンツ開発

議論の積み上げ 議論の積み上げ 議論の積み上げ

システム企画 

システム設計 

システム開発 

アドバイザー 

アドバイザーの派遣 
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《リーディングモデル地域におけるカリキュラムの構築》 

 リーディングモデル地域である北海道美瑛町、山形県大蔵村、熊本県南小国町は、以下のようなカ

リキュラム（学び１～学び４）のプロセスを組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

 

学び１ 

○ 「日本で最も美しい村」連合の活動理念について、連合創設者たちが語る映像を収録・デー

タベース化する。 

○ このことにより、連合加盟地域の新たな担当者や関係者が、そもそもの活動理念を学ぶ機会

とする。 

学び２ 

○ 「日本で最も美しい村」連合が考えるヘルスツーリズムについて、ダウンロードによるテキ

スト形式で学ぶ機会とする。 

学び３ 

○ 連合加盟地域の中には、様々なスタイルでヘルスツーリズムに取り組んでいる。これらの事

例を学ぶ機会とする。 

学び４ 

○ 加盟地域において、本システムを用いて実際にヘルスツーリズムのコンテンツ開発をするた

めに、様々な情報を整理する入力システムを提供する。 

 

 学び１から学び４のプロセスを、美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）で提供する。 

美
し
い
村
担
当
者

学び１
美しい村連合とは

学習映像・学習ポイントなど
□ 日本で最も美しい村とは

松尾さんのビデオ映像

先行事例
□上勝町の事例学習
□標津町の事例学習

・実施内容
・実施に伴う課題
・その後の改善 など

実践事例
□ 美瑛町の事例学習
□ 大蔵村の事例学習
□ 南小国町の事例学習

・メイキングのプロセス
・当初企画書
・人材の巻き込み方
・その他

学び２ 美しい村の
ヘルスツーリズムとは

学び３ 美しい村の
ヘルスツーリズム事例

□地域資源の活かし方

□地域体制の構築

□ツアーの形成方法

□料金設定の考え方

□地域への経済効果

□マーケティングの進め方

□アンケートの取り方

□取り組みの発展のさせ方

□ ・・・・

学び４ プログラム
構築支援システム

1. 「ヘルスツーリズム」
のプログラムを考える
担当者が、このシステ
ムを立ち上げる

2. WEB上にカリキュラ
ム構築シートを表示

3. 各項目入力時に、項
目の説明および入力
内容の記入例を表示

4. 指示に従って、順次、
必要事項を入力

5. 最後は、簡易な企画
書に自動出力（A4サ
イズ）

6. その簡易企画書をも
とに、地元関係者らと
より具体的なヘルス
ツーリズムの検討を
行ってもらう。

実
践
（Do

)

Plan

課
題
の
発
生

評
価
（Ch

eck)
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■美瑛町における取り組み 

 

《基本的枠組み》 

誰が コーディネーター 

小野崎研郎（国土総合研究機構観光まちづくり研究会） 

 

アドバイザー 

浅田彰（自転車スポーツプロデューサー） 

中西安弘（大手自転車メーカースポーツサイクル関係） 

 

対象 観光協会を中心とした組織形成 

カリキュラム・

教材 

 

個別テーマ 「美瑛の丘のサイクリング」 

・浅田氏、中西氏 30 代女性の美容促進 筋肉コントロール 

・町内コース整備 ハード事業－ナビシステム・パイオニア 

 

 選べる３コースの検討 

ターゲット（対象）にあわせた推奨コースをつくります 

 対象 レベル 所要時間めやす 車種 テーマ 

１ 家 族 向
け 

初心者～
初級 

１時間以内 マ マ チ ャ リ
型、タンデム
（ ２ 人 乗
り）、変わっ
た 自 転 車 な
ど 

美瑛の丘を楽し
くサイクリング 

２ シ ニ ア
（ サ イ
ク リ ス
ト）向け 

中級～上
級 

４～５時間 スポーツ車 ・ 美 瑛 セ ン チ
ュ リ ー ラ イ
ドをめざす 

・ レ ベ ル ア ッ
プ 

３ 30 代向
け女子 

初級者 ２～３時間（半
日程度） 

電 動 付 ア シ
スト、ママチ
ャリ型、スポ
ーツ車 

ス イ ー ツ め ぐ
り？ リフレッ
シュ、オシャレな
等など・・・ 

 

レベルわけのめやす 

▶ 初心者：買物など日常で利用 

▶ 初級者：走行距離 ～50km  趣味で自転車を始めたばかり 

▶ 中級者：走行距離 60～150km  自分のレベルに合った大会に参加 

▶ 上級者：走行距離 150～250km  高価な自転車を所有。大会に出場

    自転車の知識に長けている 
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 楽しみながら、安全・快適なサイクリングができるように、マップに掲載

したらよいと思われること 

▶ 休憩場所（自転車から降りて小休憩できるスペース） 

▶ トイレ箇所 

▶ ビューポイント（季節情報、花や生物など じゃがいもの花が一面に広が

る、とか） 

▶ 立ち寄りたい店（グルメ情報やおみやげ、体験など） 

▶ 危険箇所や留意点（急坂や交通量、迷いやすい所など） 

▶ 所要時間のめやす （全体工程と、次のポイントに行くまでの２種類） 

 

 

手法 ワークショップを通じた人材育成とコンテンツ開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、カリキュラムの展開を掲載します。 
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《カリキュラムの展開》 

ミーティング名称 第 1 回美瑛町協議会 －地元キックオフ会議－ 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年４月１３日（水） １４時～１６時 

場所 美瑛町観光協会 

内容 ■事業の位置づけ 

■ヘルスツーリズムについて 

 

ミーティング名称 美瑛におけるサイクリング観光の可能性 

テーマ ○自転車を活用したイベント （ブリヂストンが行っているイベントについて）

○自転車のイベントの現況 

○どのようにして人集めを行っているか 

○自転車を活用した健康づくりについて 

○美瑛におけるサイクリング観光の可能性 

日時 平成 23 年 4 月 21 日（木）16：30～18：00 

場所 ブリヂストン 本社（エンジニアリング事務所） 

内容 テーマに挙げた５つの議題についてヒアリングを実施した。ここでは、５つ目

「美瑛におけるサイクリング観光の可能性」について具体的な内容を記載する。

【美瑛におけるサイクリング観光の可能性】 

 

 

ミーティング名称 打合せ協議 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年５月３１日（火） １３時～１５時 

場所 美瑛町観光協会 

内容 １．経過報告（PCKK より） 

２．次回の検討会について 

■今後の会議のメンバー（呼びかけをどこまで行うか） 

■第２回検討会までに、参加メンバーにお願いしておくこと 

■自転車による健康づくりの講習会の開催について 

■その他 

３．その他 

・ 美瑛センチュリーライドのコース上に看板をつける話が出ている 

・ お金をかけるところはプロモーションではないだろうか 

・ 何かよいイメージ戦略がないか・・・ 
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ミーティング名称 打合せ協議 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年５月３１日（火） １６時～１７時 

場所 美瑛町役場 政策調整室 

内容 １．経過報告（PCKK より） 

２．町 としてやってほしいこと 

■自転車走行環境の整備 

■美瑛センチュリーライドについて 

３．ヘルスツーリズムについて 

 

ミーティング名称 打合せ協議 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年６月１日（水） １０時～１１時 

場所 美瑛町スポーツセンター  

内容 ■美瑛センチュリーライドについて 

 

ミーティング名称 ヒアリング 

テーマ ネイチャークラブの活動内容について 

美瑛のヘルスツーリズムにおけるメニューづくりについて 

日時 ２０１１年６月１日（水） １１時～１２時 

場所 美瑛町白金観光センター内  

内容 ＜今回の日本で最も美しい村連合のヘルスツーリズム推進事業について、美瑛町

での展開策の概要を説明した。メニューづくり等のアドバイスをいただいた。＞

 

■美瑛・白金ネイチャークラブの活動について／メニューづくりについて 

 

ミーティング名称 第２回美瑛町協議会 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年６月１４日（火） １３時～１５時 

場所 美瑛町観光協会２階 会議室 

会議風景 
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内容 １．美瑛で取り上げるツーリズムのテーマについて 

２．取り組み 

■ターゲット 

■自転車の車種 

■人材 

■自転車のまちづくりの推進 

■留意点 

３．推進体制づくり 

■体制 

■声かけ 

４．今後の進め方（次回） 

■サイクリングコースづくり 

■講習会の実施 

５．美しい村のツーリズムについて 

 

ミーティング名称 第３回美瑛町協議会 

テーマ 美瑛のヘルスツーリズムについて 

日時 ２０１１年７月１０日（日）・現地調査 

       １１日（月）・協議会１３時～１５時 

場所 美瑛町観光協会２階 会議室 

会議風景 

  

内容 １．自転車に関する学習会 

■運動生理学・自転車による健康づくり・車種について（ブリヂストン中西氏）

■フランスの自転車文化（エキップアサダ浅田氏） 

２．推進組織について 

３．その他（意見交換） 

■自転車によるまちづくり は合意がとれているのか 

■サイクリングコースのマップづくりが目的になっていないか 

■どうやって自転車のまちづくりを進めていくか 
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■大蔵村における取り組み 

 

《基本的枠組み》 

誰が コーディネーター 

波佐本由香（(株)ＨＡＫＫＬ代表） 

 

アドバイザー 

橋屋哲（旅行関係） 

伯井竜太（旅行関係） 

大瀬由生子（食文化関係） 

対象者 大蔵村肘折温泉組合を中心に、四賀村棚田保存会との連携による組織形成 

カリキュラム・

教材 

 

個別テーマ 「アクティブな湯治文化と食の癒し」 

・現代版湯治の楽しみ方 

・肘折温泉の評判料理開発「山形地鶏を用いたサンゲタン」 

（大瀬アドバイザーによるレシピ指導） 

◎料理のメニュー 

・サムゲタン 

・サムゲタンがゆ 

・サムゲタンカレー 

・カレーうどん 

・縁むすび（おむすび） 

・トマトコンポート 

・トマトゼリー 

・トマトジャム 

◎地元産のやまがた地鶏やトマトなどを活用したメニュー 

◎サムゲタンにすることにより、薬膳のイメージで健康的な食事の提供 

◎やまがた地鶏のスープを数種類のメニューに活用し、美容にもいいイメージ

手法 ワークショップを通じた人材育成とコンテンツ開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、カリキュラムの展開を掲載します。 
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《カリキュラムの展開》 

ミーティング名称 第 1 回大蔵村協議会 

テーマ 協議目的 

 総務省の地域 ICT プロジェクトを活用し、「日本で最も美しい村」連合で進め

ようとしている（大蔵村含め３町村）ヘルスツーリズムについて、その目的、効

果を説明していただいた。また、この事業を本村で行う際に、どのようなものが

できるか、地元の方を交えて協議、話し合いを進める。 

日時 ２０１１年２月２１日（月） １０時から１２時３０分 

場所 肘折センター 

会議風景 

    

内容 ◆協議内容 

（１）連合の課題として、美しい村の地域資源を活かし、観光活性化に繋がる戦

略をつくる必要がある。しかし、何でもいいという訳ではなく、美しい村な

らではのツーリズムを築いていくことが重要。 

（２）加盟町村を見回したとき、「健康・ヘルス」という題材が、どこにも共通

しており、テーマとして「ヘルスツーリズム」を掲げ、集中的に美しい村の

ポテンシャルを引き出す仕組みを構築。 

（３）加盟町村の中から、北海道美瑛町、熊本県南小国町、大蔵村の３地域でま

ずは事業を展開し、その後３９地域につなげ、現状のツーリズムのコンテン

ツのクオリティを一定水準以上に引き上げ、ひいては連合加盟地域の発展に

資することを目的とする。 

（４）大蔵村で事業をすすめる際に、地域資源として何があるか、地元からピッ

クアップしていく。逆に、不足しているものは何なのか、そこをどう外部か

ら助けられるか。連合にはいろいろな企業が参画しているので、連携するこ

とができる。 

（５）ヘルスツーリズムは、ある種難しいツーリズムであるが、ターゲットをし

ぼりコアな人たちに向けてプロモーションしていく。 

（６）ヘルスツーリズムは、湯治の延長線上にあると思うし、温泉療養相談など、

肘折温泉では取り組んでいることも多いので、とっかかりやすいテーマなの

ではないか。 

（７）肘折は雪が障害になっている。利用はできないか。どこかのマネではなく、

肘折独自のものを考えていくべきと考える。 

（８）スポーツや体験などで、地元の人と交流ができるのは、重要なツールであ
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る。また、地元の人々も共に満足できる、楽しめる、身近に感じられること

も大切。 

（９）食事の重要性。地元で採れるものをきちんと提供することが大事。 

（10）今までもヘルスツーリズムをしてきたが、ターゲットを絞れず、またエー

ジェントの関わりからツアー化しなかった。この事業で、連合とどうからめ

てすすめていくか、今まで行ってきた現代版湯治にどうプラスし、どう新し

くするかが課題。 

（11）どの年代のどういう人をターゲットにするか。また、その人たちにどう PR

していくかが問題。 

 

ミーティング名称 第２回大蔵村協議会 

テーマ 協議目的 

「日本で最も美しい村」連合で進めようとしている（大蔵村含め３町村）ヘルス

ツーリズムについて、旅行商品化したいと思い、波佐本さん、伯井さんから来て

いただいた。どのようなものができるか、地元の方を交えて協議、話し合いを進

める。 

日時 2011 年５月 12 日（木）・現地調査 

     13 日（金）・協議会 10 時から 12 時 

場所 肘折いでゆ館「研修室」 

会議風景 

 

内容 ◆協議内容 

（３）大蔵村、肘折温泉は魅力満載だと思う。１週間単位のプロモーションにす

ると宿泊者も増えると思う。（伯井アドバイザー） 

（５）スパリエになりながら、地蔵倉などで縁結びができれば、滞在型になるの

ではないかと思った。スパリエは響きがよい。女性に好かれる言葉だ。 

（６）滞在型にするには１日だけの大きなイベントではなく、長期間できるもの

があるとよい。写真コンテストもよいが、写真をうまく撮るための実践講座

などもおもしろい。スケッチより写真の方が、参加者から受けがよい。女性

の愛好家も多い。こういったことをＰＲするイベントと一緒にやるとよい。

（伯井アドバイザー） 

（７）今は休暇ではなく、「休業」という制度がある。これを利用して、長期宿

泊滞在に向け労働組合にアプローチするとよい。企業も分散して休みをとれ
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と言っている。「長く休む」（ロングステイ）というのが、キーワードにな

る。 

（８）温泉地全体が廊下で、旅館は部屋、商店は売店という考えがあるので、そ

れを活かした何か統一したものがあるとおもしろい。旅館のアメニティを統

一したり、料理の３品が同じなど、ちょっとしたものでよい。リピーターが

増える。 

（10）「食」をどうするか、ヘルスという切り口でやってみる必要がある。何か

方向性をもって取り組みたい。薬膳にしても、学問的な観点ということでな

く、お客さんがおいしく食べられるようなメニュー作りの講習は可能だ。 

（13）歩くマップ（歩か歩かルート）のデータがあると、そのマップにその季節

その季節の情報を入れることができるし、歩く楽しみも増すと思う。「歩か

せ方」が大切。 

（15）そのためには地元として、いろんなプログラムを準備して、ボランティア

を含め７日間退屈しないで、健康になれるとよい。何ができるか詰めてほし

い。 

（17）美しい村連合でこの事業に取り組んでいる南小国町の黒川温泉では、スパ

リエのような取り組みをしたいといっている。肘折温泉と連携ができるので

はないか。 

（18）全国町村会では、東京でＰＲする会（物産展）を予定しており波佐本さん

も博報堂さんと一緒にやっている。１２月３・４日、東京フォーラムで行う。

是非、大蔵村も参加してほしい。これは単なる物産展だけではなく、旅行

会社（近ツーなど）も参加し、参加市町村のツアーも企画したいというねら

いがある。（伯井アドバイザー） 

（19）首都圏の商店街と一緒になって、ＰＲする方法もある。「板橋ハッピーロ

ード」は有名だが、ここでは出店も可能だ。店舗借料は２万円程度と安い。

大蔵村、肘折温泉としても、いろんなことがやれるのではないか。 
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ミーティング名称 第３回大蔵村協議会 

テーマ 協議目的 

ヘルスツーリズムを進めるにあたり、「食」は重要なポイントとなるため、地元

産の産物を使った健康的なメニューを開発いただき、肘折温泉の旅館関係者や村

内の飲食業者にそのメニューを学んでもらう。 

日時 2011 年６月 17 日（金）・料理指導準備 

      18 日（土）・協議会 10 時から 13 時 

      19 日・現地調査 

場所 肘折いでゆ館「療養相談室」 

会議風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 ◆協議内容（大瀬アドバイザーによるレシピ指導） 

◎料理のメニュー 

・サムゲタン 

・サムゲタンがゆ 

・サムゲタンカレー 

・カレーうどん 

・縁むすび（おむすび） 

・トマトコンポート 

・トマトゼリー 

・トマトジャム 

 

◎地元産のやまがた地鶏やトマトなどを活用したメニュー 
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◎サムゲタンにすることにより、薬膳のイメージで健康的な食事の提供 

◎やまがた地鶏のスープを数種類のメニューに活用し、美容にもいいイメージ

 

 

ミーティング名称 第４回大蔵村協議会 

テーマ 協議目的 

ヘルスツーリズムを進めるにあたり、「情報発信・プロモーション」は重要なポ

イントとなる。このため、地域の情報発信の仕方を旅行アドバイザーから指導を

受ける。 

日時 ２０１１年７月１８日（月）・現地調査 

       １９日（火）・協議会 10 時～12 時 

       ２０日（水）・現地調査 

場所 肘折いでゆ館「療養相談室」ほか 

会議風景  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容  近畿日本ツーリスト株式会社（ＫＮＴ）に勤務する橋屋氏から、ＫＮＴ

で出版しているフリーペーパー「ＫＮＴaste」を紹介。（橋屋アドバイ

ザー、伯井アドバイザー） 

 旅行に関するマーケット動向を講義。 

 肘折温泉の場合、開湯 1200 年の歴史を活かした湯治文化の発信方法が

重要との指摘。 

 今後、フリーペーパーなどとのコラボレーションの可能性を検討 
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■南小国町における取り組み 

 

《基本的枠組み》 

誰が コーディネーター 

波佐本由香（(株)ＨＡＫＫＬ代表） 

 

アドバイザー 

伯井竜太（旅行関係） 

大瀬由生子（食文化関係） 

対象者 黒川温泉組合青年部を中心とした南小国の民間の集結による組織形成 

カリキュラム・

教材 

 

個別テーマ 「農村空間の癒しと食文化の魅力」 

・農家民宿の魅力の向上と食材開発（有機野菜、肉食－褐毛和牛・合鴨） 

・黒川温泉周辺のウォーキング（欧米人の湯治スタイル） 

 

【開発レシピ】 

女性が好みそうなトマトやオリーブオイル、にんにくといったイタリアンテイ

ストに薬膳をバランスよく取り入れることによって、「おいしい」だけでなく「カ

ラダに良さそう」な、一度で 2度オイシイお得感も味わえるイタリアン薬膳を考

えてみました。 

イタリアン薬膳（例）薬膳鍋・前菜・デザートつきのコース 

薬膳バーニャカウダソース 

トマトと豆腐のカプレーゼ風 

薬膳スープで作る鴨鍋 4 人 

鴨鍋 

パンナコッタ 

ジャージー牛乳 

手法 ワークショップを通じた人材育成とコンテンツ開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、カリキュラムの展開を掲載します。 
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《カリキュラムの展開》 

ミーティング名称 第１回南小国町協議会 

テーマ 南小国町のヘルスツーリズムについて 

日時 平成２３年３月２９日 

場所 黒川温泉べっちん館 

会議風景 

 

内容 １．「日本で最も美しい村」連合ヘルスツーリズムの概要説明 

２．提案事項 

■商品開発費用について 

■旅行代理店の参入について 

３．意見交換 

 

ミーティング名称 「日本で最も美しい村」連合南小国町ヘルスツーリズム検討会分科会 

テーマ ヘルスツーリズムへの提案 

日時 平成２３年４月３日 

場所 星和小学校 

会議風景 

内容 １．意見交換 

 ヘルスツーリズムへの提案 

 ■収穫体験：訪れた人たちが自分たちで収穫や農業体験を行い汗をかく。収穫

した安全安心の食材を使った料理を食べる。農家との交流も深まる。 

 ■ウォーキング 

 ■水源めぐり：南小国町の水の水質を調査し、安全安心であることや効能を調

べる。 

 ■山菜取りツアー：山の山菜をハイキングがてら採りに行く。 

 ■実践伝統療法：昔から伝えられている医療法や薬草などを実際に試してみ
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る。 

 ■朝市手伝い：農家の朝市に参加し売り子として販売をしてもらう。 

２．その他 

 

ミーティング名称 第２回南小国町協議会 

テーマ ・南小国町で確保できる医療関係専門家について 

・ヘルスツーリズム 南小国町のコンテンツ整理 

日時 平成２３年４月８日 

場所 黒川温泉べっちん館 

会議風景 

 

内容 １．ヘルスツーリズムにおける専門家調査 

２．意見交換 

課題 

・語り部や案内人がいない。→育てる。  

・受け入れ窓口や体制を整える必要がある。 

・予算の確保。スポンサーなど。 

・発信方法→連合サポートの旅行代理店 

      →町、黒川温泉ＨＰの活用、黒川温泉旅館組合の協力 

 ・農花の会の活動すばらしい→発信が弱い 

→「農花の会」のブランド化を目指す。 
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ミーティング名称 第３回南小国町協議会 

テーマ ヘルスツーリズムプログラムの作成 

日時 平成２３年４月２６日 

場所 黒川温泉べっちん館  

会議風景 

  

内容 １．ヘルスツーリズムの流れ 

 ２泊３日プラン（案） 

健康診断     

   ↓ 

  食 事     健康診断の結果により食事を選択 

   ↓ 個人個人にあわせた複数のメニューを準備できる旅館を募る 

  旅館宿泊 

   ↓ 

  体 験     ウォーキングなど様々な健康改善メニューを準備 

   ↓ 

  温泉入浴    温泉の入り方について指導 

   ↓      温泉ソムリエ 

  農家民泊 

   ↓ 

  健康診断    健康改善度をチェック 

 

２．意見交換 

料理、食材について 

案内人について 

その他 
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ミーティング名称 第４回南小国町協議会 

テーマ 南小国町の観光ポテンシャルの評価 

日時 平成２３年５月１日（日）・現地調査 

       ２日（月）・協議会 14 時～16 時 

場所 黒川温泉べっちん館 

会議風景 

 

内容 南小国町を訪れての感想 （波佐本氏、伯井氏） 

 

 

ミーティング名称 第５回南小国町協議会 

テーマ ・南小国町の地域資源 

日時 平成２３年５月１４日 

場所 黒川温泉べっちん館 

会議風景 

   

内容 １．南小国町の資源 

  ・南小国町の資源を洗い出した。 
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ミーティング名称 第６回南小国町協議会 

テーマ ・ 南小国の食材について 

・ ヘルスツーリズムプランについて 

日時 平成２３年５月２６日 

場所 黒川温泉べっちん館 

会議風景 

 

 

内容 １．南小国町の食材について 

２．ツーリズムプランについて 

 

ミーティング名称 第７回南小国町協議会 

テーマ 料理教室のすすめ方 

日時 平成２３年６月９日 

場所 電話連絡 

会議風景 

 

内容 １，協議事項 

・６月２９日、３０日に料理研究家の人と来町予定。 

・南小国町の食材について 

・コース選択制について 

・南小国町の一番良い時間 
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ミーティング名称 第８回南小国町協議会 

テーマ ヘルスツーリズムについて今後の進め方 

日時 平成２３年６月１６日 

場所 さくら荘 

会議風景 

 

内容 １，協議事項 

 ・ヘルスツーリズムについて今後の進め方。 

 ・旅行者がコースを選択する場合、６コースぐらいは必要。 

 

 

ミーティング名称 第９回南小国町協議会 

テーマ ヘルスツーリズムについて今後の進め方 

日時 平成２３年６月 29 日・料理教室準備（大瀬） 

       30 日・料理教室（大瀬） 

     7 月 1 日・料理教室（大瀬） 

       2 日・現地調査（伯井） 

       3 日・現地調査（伯井） 

場所 さくら荘 

会議風景  

 

内容  

料理研究家の大瀬さんが開発したレシピをもとに、南小国町のメンバーが料理研

修会を行った。 

南小国町の魅力を楽しめるコンテンツについて、伯井アドバイザーが、現地調査

を行いながら地元協議会メンバーに指導を行った。 
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③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 今回の事業において活用したＩＣＴ人材の人数及びその大まかな属性（例：ＮＰＯ法人職員、学

識者、チャレンジド、育児期の親、退職した高齢者など）を記載する。 

 

 活用人数 属性 等 

加盟 39 地域 

担当者 39 名 

連合スタッフ４名 

サポーター企業３名 

 

個人サポーター５名 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合各地域担当者

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合事務局スタッ

フ 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合のサポーター

企業スタッフ 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合の個人サポー

ター 

美瑛町 協議会 20 名 

担当者３名 

アドバイザー２名 

 美瑛町協議会のメンバー 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合美瑛町担当者

 アドバイザー 

大蔵村 協議会 13 名 

担当者２名 

アドバイザー４名 

 大蔵村協議会のメンバー 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合大蔵村担当者

 アドバイザー 

南小国町 
協議会 15 名 

担当者１名 

アドバイザー３名 

 南小国町協議会のメンバー 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合南小国町担当

者 

 アドバイザー 

   のべ 114 名 

 



 30

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

 ＩＣＴ人材を今回の事業において、どのように活用したのか（例：住民ニーズの把握、住民・関

係者との調整、ＩＣＴ機器等の操作・利用支援、システム設計サポート（関係事業者との調整）、

システム運営、トラブル対応など）具体的かつ詳細に記載する。 

 

 ＩＣＴ人材の活用方法 

美瑛町 ○ 美瑛町におけるヘルスツーリズムの考え方の検討 

○ ヘルスツーリズムの形成における地域のこれまでの美瑛町の取り組みの情報

収集 

○ 『サイクリング』を中心とした美瑛町のヘルスツーリズムのコンテンツの検討

○ コンテンツ検討のプロセスから美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）開発

へのノウハウのフィードバック 

大蔵村 ○ 大蔵村におけるヘルスツーリズムの考え方の検討 

○ ヘルスツーリズムの形成における地域のこれまでの大蔵村の取り組みの情報

収集 

○ 『湯治』を中心とした大蔵村のヘルスツーリズムのコンテンツの検討 

○ コンテンツ検討のプロセスから美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）開発

へのノウハウのフィードバック 

南小国町 ○ 南小国町におけるヘルスツーリズムの考え方の検討 

○ ヘルスツーリズムの形成における地域のこれまでの南小国町の取り組みの情

報収集 

○ 『食文化』を中心とした南小国町のヘルスツーリズムのコンテンツの検討 

○ コンテンツ検討のプロセスから美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）開発

へのノウハウのフィードバック 

加盟 39 地域 ○ 日本で最も美しい村・連合としてのヘルスツーリズムの考え方の検討・共有 

○ 加盟 39 地域のそれぞれにおけるヘルスツーリズムの考え方の検討 

○ ヘルスツーリズムの形成における地域のこれまでの加盟 39 地域の取り組みの

情報収集 

○ 美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）開発におけるシステムの利用性に関

するモニタリング・チェック作業 
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⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

 日本で最も美しい村・連合は、住民によるまちづくりを通じて観光的付加価値を高め、地域資源の

保護と地域経済の発展に寄与することを目的としている。この観点から、ヘルスツーリズム推進の意

義を整理し、今後の連合の展開に関する課題の抽出と提言を行う。 

 

1. 日本で最も美しい村としてのクオリティを名実ともに高める上で、特定のテーマを設定し、

互いの切磋琢磨による活動が必要 

 日本で最も美しい村・連合は発足5年となり、社会的にも徐々に認知されるようになってきた。

その組織名称から、旅行者の各美しい村に対する期待は高いものとなっている。一方で、各加盟

地域は、美しい村としての発展途上であり、より高い美しい村づくりを目指すことが求められて

いる。この取り組みを住民が積極的に参加し、行政が住民の取り組みを支援していく関係づくり

を推進するには、あえて特定テーマを設定し切磋琢磨することが必要であることがわかった。 

 

2. 美しい村のポテンシャルを活かす上で、特定のテーマとして「ヘルスツーリズム」は有効 

 今回の事業では、「ヘルスツーリズム」を特定テーマとして取り組んだ。連合を構成する地域

の環境は、誰もが心身の癒されるポテンシャルを持つ地域である。連合全体で設定できる共通テ

ーマの選択肢は、それほど多いとは考えにくい中、今回取り組んだ「健康・ヘルスツーリズム」

は、結果として、日本で最も美しい村らしいテーマであると考えられる。その考え方については、

冒頭の日本で最も美しい村としてのヘルスツーリズムの考え方に整理した。本事業では、3地域

をモデルに具体的展開の緒に着いたばかりである。今後も、引き続きヘルスツーリズムの推進に

あたる必要がある。 

 

3. 地域プロモーションの取り組みの弱さ、必要性の認識の弱さを克服するには、プロたちの助

力が必要 

 言い古された言葉ではあるが、地域の活性化に必要な人材には、いわゆる「よそもの」「わか

もの」「ばかもの」が必要であると言われる。連合に加盟する地域においても、とかく閉鎖的に

なりがちである。このような状況の中で、本事業を活用することで外部から、よそものとしてコ

ーディネーターやアドバイザーを投入することができた。彼らは、美しい村の理念を尊重しつつ、

しがらみなどを越えた地域の展開により、新しい風を巻き起こした。今回の事業で構築した関係

性や人脈は、日本で最も美しい村・連合の財産であると考えられる。今回の 3 地域を皮切りに、

連合に加盟する多くの地域でヘルスツーリズムを展開していく予定である。その場面において、

今回関与して頂いたアドバイザーたちの助力が期待される。 

 

4. 旅行者のニーズは、地元にいるだけでは見えない。積極的なアウトリーチが必要 

 ツーリズムをなりわいとする者たちを中心に協議会を構成し、ヘルスツーリズムのプログラム

を検討してきた。その中で感じることは、いかに外の世界と接点を持っていることが重要かとい

うことである。日々、社会状況が変化する中で、美しい村を訪れる旅行者たちのニーズも変化し

ていく。このような変化をつかみ取るには、自分たちの宿に来た人を待つだけではなく、積極的



 32

に旅行者たちの暮らす場を訪ねたり、他の美しい村を訪れたりするなどして、社会の変化を自ら

つかみ取ることが重要である。 

 

 美しい村づくりに限らず、一般的な地域づくり、地域産業振興における活動主体の構築が弱い中で、

引き続き、日本で最も美しい村・連合ならではの展開を図ることが必要である。とかく、新しい取り

組みへのチャレンジの経験が少なく、引っ込み思案になりがちな状況もあるものの、特に若い世代は、

このままではいけない、なんとかしたいという熱意に溢れている。一方、どうしても高齢化率の高い

地域が多い連合加盟地域では、高齢者世代が若手世代を押さえ込んでしまう実態もある。今後、世代

交代を意識的に進めることも求められる。このためには、地域内だけでの取り組みとせず、美しい村

連合のネットワークを活かし、外部の理解者たちの力を借りながら、一歩ずつ取り組みを深めること

が期待される。その積み重ねの結果として、日本で最も美しい村・連合の存在意義が高まり、結果と

して、地域の活性化や世界から見た日本の美しさにつながることが大切である。 

 

個別の展開予定 

 育成予定 人材活用 

美瑛町 ○ 平成 22 年度事業により、美瑛町の地域資源である

『丘の景観』や『食材』を活かしたヘルスツーリ

ズムの旅行商品の開発を継続 

○ 平成 23 年 9 月頃に、第 1弾の展開を予定 

○ 日本で最も美しい村連合ネットワークシステム

（以下、ＵＮＳ）を用いたコンテンツ開発 

○ 美瑛町協議会を中心に、平

成 22 年度に関与したアド

バイザーなども参加しなが

ら、ＵＮＳを活用したコン

テンツの開発を推進 

大蔵村 ○ 平成 22 年度事業により、大蔵村の地域資源である

『湯治文化』や『棚田などの農文化』を活かした

ヘルスツーリズムの旅行商品の開発を継続 

○ 日本で最も美しい村連合ネットワークシステム

（以下、ＵＮＳ）を用いたコンテンツ開発 

○ 大蔵村協議会を中心に、平

成 22 年度に関与したアド

バイザーなども参加しなが

ら、ＵＮＳを活用したコン

テンツの開発を推進 

南小国町 ○ 平成 22 年度事業により、南小国町の地域資源であ

る『黒川温泉』や『グリーンストック』を活かし

たヘルスツーリズムの旅行商品の開発を継続 

○ 平成 23 年 10 月頃から、徐々にヘルスツーリズム

のコンテンツを町内各所で導入予定 

○ 日本で最も美しい村連合ネットワークシステム

（以下、ＵＮＳ）を用いたコンテンツ開発 

○ 南小国町協議会を中心に、

平成 22 年度に関与したア

ドバイザーなども参加しな

がら、ＵＮＳを活用したコ

ンテンツの開発を推進 

加盟 39 地

域 

○ 各加盟地域の状況に応じて、日本で最も美しい村

連合ネットワークシステム（以下、ＵＮＳ）を用

いたコンテンツ開発への着手 

○ 日本で最も美しい村連合の

担当者会議を中心に、平成

22 年度に関与したアドバ

イザーなども参加しなが

ら、ＵＮＳを活用したコン

テンツの開発を推進 
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２ 事業運営主体におけるＩＣＴ人材の育成・活用内容 

 

① ＩＣＴ人材の育成人数 

 

  「申請主体」と「事業運営主体」が同じ（日本で最も美しい村・連合）ため、前項に重複 

 

 

② ＩＣＴ人材の育成方法 

 

  「申請主体」と「事業運営主体」が同じ（日本で最も美しい村・連合）ため、前項に重複 

 

 

③  １で育成等したＩＣＴ人材の活用人数 

 

  「申請主体」と「事業運営主体」が同じ（日本で最も美しい村・連合）ため、前項に重複 

 

 

④ ＩＣＴ人材の活用方法 

 

  「申請主体」と「事業運営主体」が同じ（日本で最も美しい村・連合）ため、前項に重複 

 

 

⑤ 次年度以降のＩＣＴ人材の育成・活用内容（予定） 

 

  「申請主体」と「事業運営主体」が同じ（日本で最も美しい村・連合）ため、前項に重複 
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Ⅱ システム構築・活用成果 
 

１ 構築システム概要 

 日本で最も美しい村ヘルスツーリズム ネットワークシステム（以下 UNS）は、日本で最も美し

い村連合に加盟している自治体を中心に、関係者、関係団体を包括し、地域活性化の事業計画の 1

つであるヘルスツーリズムの造成を目的とした、コミュニケーション及びプロジェクト進行管理、

情報共有が行なえることをシステム基本要件としたシステムを指す。 

 また、コミュニケーション機能においては、遠方からの会議出席やイベントへの参加を促すため

に、リアルタイムで映像配信可能な Ustream の API を導入し、情報共有のリアルタイム性を実現

した。 

 
２ システム設計書 

  別添２のとおり。 

 

 

３ システム運用で得られた成果 

① システム運用期間の実績 

UNS の試行運用期間（2011 年 7 月 15 日～21 日の 1 週間）で得られた成果を以下に示す。 

 【数値データ】 

1 週間という期間であったが、39 自治体の各担当者による試行運用から、回答者のうち 87％

がシステム活用により情報共有、情報交換できた。また、述べログイン数は 16１件、システム

による交流件数は 7 件の成果があった。今後の本運用に向け利活用が期待できる結果となった。 

 

○UNS の試行運用により得られた理解度：87% 

主観的理解度向上率（実感）＝87% 
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式＝システム活用により情報共有、情報交換できた方 26 名÷全回答者数 30 名 

○延べログイン数：161 件、日平均延べログイン数：23 件 

  

日ごと延べログイン数

日付 ログイン数

2011/7/15 43

2011/7/16 0
2011/7/17 3
2011/7/18 6
2011/7/19 24
2011/7/20 46
2011/7/21 39

合計 161
日平均 23    

日ごとユニークログイン数

日付 ログイン数

2011/7/15 13

2011/7/16 0
2011/7/17 1
2011/7/18 5
2011/7/19 11
2011/7/20 20
2011/7/21 23

合計 73
日平均 10  

   

  ○システムによる交流件数：7 件、スレッドに付随するコメント 10 件 

  

システムによる交流件数

数値

スレッド数 7件

スレッドに付随するコメント数 10件  
 

【アンケート回答コメント】 

UNS の試行運用期間中に実施したアンケートから、以下のようなコメントが得られた。加盟自

治体をつなぐネットワークに関して有意義であるというコメントが多い一方、システム利用方法に

ついての研修の場が必要であることが明らかなとなった。 

 具体的なコメント 

1 39 加盟村・地域のネットワークが出来ることは良い。（標津町担当者） 

2 各市町村が、問題なくシステムを利用できるよう、今後担当者会議等協議の場を増やして

いただきたい。ホームページは非常に見やすいレイアウトであった。（綾町担当者） 

3 今までにない新しい事業への取組で、また異業種が集まったことで新しい交流が生まれ、

様々な意見や発想が出た。（大蔵村地元関係者） 

4 このような形でヘルスツーリズムを事業化するプロジェクトは今後無いのではないか。こ

の機会に肘折温泉にヘルスツーリズムを定着させ、新しい層の顧客を掘り起こしたい。（大

蔵村地元関係者） 

5 いろいろな分野の人がこうやって一同に思いを巡らせ、時にはぶつけ合い、一つのものを

つくりあげていく機会はこれまでなかったせいか、これまでなかったからこそのはけ口の

ように会議はいつも盛り上がっています。「いろんな会議に出るけどこの集まりが一番メ

ンバーの意識も高くて勉強になる」と話すメンバーもいたり、大変によいきっかけを今回

いただきました。ありがとうございました。（南小国町担当者） 

 

 

② 今後期待される効果 

本事業により、ＩＣＴの特性を生かした「日本で最も美しい村ネットワークシステム（通称ＵＮ

Ｓ）」を構築することができた。ＵＮＳの継続的運用によって、以下のような成果が得られる基盤
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が構築できた。 

 情報格差の解消 

日本で最も美しい村を構成する地域は辺境地が多く、社会のトレンドに関する情報の把握な

どが遅れがちとなり、ビジネスチャンスなどに乗り遅れがちとなる。今回のシステムでは、

都市部在住のサポーターなどとのコミュニケーションも積極的にとることができるように

なる。これまで、美しい村の情報は、総会、担当者会議などの実空間の場が主な情報共有の

場でであった。メールなども活用していたが、多様なメンバーの相互コミュニケーションの

実現は困難だった。そのため、これまで各地域で埋もれていた情報も、今回の ICT システム

を通じて共有される機会が広がり、情報格差の解消が期待される。更に、各地域の行政担当

者、観光協会、農林漁業組合、温泉組合、地場産業の企業経営者、地域で活動する NPO、

地域住民、ボランティアなどとともに、ヘルスツーリズムプロジェクトをサポートする都市

部在住の外部アドバイザー、サポーター企業の担当者など、様々なステークホルダーも活用

していくことで、地域を越えた広域的な繋がりができる。これら地域関係者および、都市在

住者のとの UNS を通じたスレッド、メッセージ、チャット、会議機能等のコミュニケーシ

ョンにより、美しい村各地の観光産業に新たな旅行商品の創出、地場産業等には新たな地域

物産品の創出などのビジネスチャンスが生まれる見込みである。 

 新しい情報・トレンドの共有 

個々の美しい村だけでは、情報収集能力も限られる。今回のシステムでは、様々な情報をデ

ータベース化し、検索できるようになるため、新しい情報やトレンドの旧友ができるように

なる。 

 全国区で活動する専門家の関与 

本事業の推進の過程で、旅行系や医療系、食文化など様々な専門家の助力を得られる体制を

構築できた。今後も、ＵＮＳ等を活用しながら、これらの専門家とのネットワークを維持し

ていくことができる。 

 

４ 平成２２年度事業実施において明らかとなった課題 

■事業実施過程において明らかとなった課題とその対応 

 
他の地域での事業実施の際 

参考となるような論点・課題 
対応方策 

１ 

自治体のネットワーク環境はセキュリテ

ィ面で強固であり、自治体職員が各庁内の

ネットワーク環境から美しい村ネットワー

クシステムにログインできない可能性があ

る。 

各自治体には可能な限り、庁内ネットワー

ク環境とは別の一般的なネットワーク環境を

構築していただく。マスター管理者から ID と

パスワード発行によるサイト管理を行うこと

に切り替えた。 

２ 

推奨ブラウザの問題 

最近使用されるブラウザには、主に以下

のものがある。マイクロソフトの Internet 

Explorer、Mozilla Firefox、Google Chrome

これらのうちどれを推奨するかが課題と

バージョン変更ごとに、ホームページの再

構築を供用される Internet Explorer は、Ｎ

ＰＯの運営にとって負担となることから推奨

ブラウザから外した。 
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なった。 

３ 

地域が主体となった健康の旅行商品開発

で、魅力ある「食」の視点が重要であるが、

地域ではあまり認識されていない。 

専門家として、管理栄養士と料理研究家の

支援を得て、さらに料理研究家を講師として

現地に派遣している。 

４ 

地域資源を活用したヘルスツーリズム旅

行商品を開発する際のリスク※マネジメン

トの整理。 

※ここでいうリスクは、薬事法に関わる

広告内容での表現、現地でのヘルスプログ

ラム提供に係るリスク 

専門家（国立の専門機関の先生たちなど）

のアドバイスによる、リスクマネジメントに

関するチェック項目を設定し、プログラム開

発者がセルフチェックを行えるようにする。

 

５ 自律的・継続的運営の見込み 

 事業の自立的・継続運営の見込みは、①ポータルサイトの維持管理、②今回の 3地域のプログラム

の継続、③連合加盟 39 地域への広がり、④プログラムの多様化と進化、以上の 4点が主要なもので

ある。 

 ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合は、全体としての対応は主に連合事務局が担い、加盟地域

での対応は、個々の町村役場や地元の事業者が担う構成を予定している。 

 事業 資金計画面 実施体制 

１ ポータルサイ

トの維持管理 

 加盟地域からの会費、連合の事業

経費で運営（連合の年間運営予算

約 1300 万円の中から拠出） 

 連合事務局で運営 

 全体に関わる ICT 人材は、本プロ

ジェクトで開発に関わる連合関

係者で維持・発展 

２ 今回の３地域

のプログラム

の継続 

 観光振興に掛ける経費の活用 

 旅館等からの負担金の徴収 

 本事業で開発した旅行商品の販

売による収益 

 各町村役場と旅館業関係者（もし

くは観光協会）で運営 

 地域の ICT 人材は、当事者である

旅館業関係者、美しい村を担当す

る行政職員で維持管理を推進 

３ 連合加盟 39 地

域への広がり 

 導入段階の経費は、新規に導入を

考える町村などで負担 

 導入後は、先行する３地域と同様

 39 地域の担当者会議で共有し、

対応可能な地域から導入 

 地域の ICT 人材は、３地域で開発

する e-ラーニングの仕組みで人

材を育成 

 システムの活用は、連合事務局の

支援を受けながら技術習熟 

４ プログラムの

多様化と進化 

 NPO 運営経費の内、戦略経費の一

部を活用 

 連合事務局が中心となって推進 

 新たなプログラムの開発が進ん

だ場合、連合事務局からの情報発

信のほか、39 地域の担当者が集

まる会議において周知 
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６ 今後の展開方針 

 本事業の実施により、開発する「美しい村連合ネットワークシステム（ヘルスツーリズム開発シス

テム）」を、連合加盟自治体全体が継続的に利活用し、地域プログラムの開発・実証、連合加盟自治

体のナレッジの蓄積・共有を図っていく。その結果として、健康をテーマとした時間消費型観光が促

進され、以下の美しい村の活性化に繋がることが期待できる。 

（ヘルスツーリズムに直接関係する内容） 

・ 健康ビジネスに関わる雇用機会の増大 

・ 日本で最も美しい村連合に対して「心身の健康づくり」の場としてのイメージ形成への寄与 

・ 宿泊者数の増大 

・ 地元店舗の売り上げ増大 

・ ヘルスツーリズムをきっかけとした地域資源活用によるオリジナリティの高い商品開発 

・ 持続可能なツーリズム産業の形成による若者の起業促進 

（上記取り組みによって波及する内容） 

・ 農家の有機野菜づくりが促進されるなど食材提供の安全・安心の向上 

・ 村民の健康づくりへの寄与 

・ 自治体が担う社会保険料の負担軽減 

・ 都市部に日本で最も美しい村連合の活動への理解者が増大 

 

《本事業を踏まえた次段階の取り組み》 

 本事業修了後、ＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合が抱える諸課題を解消するため、引き続き、

様々な展開を行っていく予定である。 

 

 【本事業の発展型】 

◎ リーディングモデル地域の活動を深化させることにより、連合に加盟する他の地域にとっての

パイロットとしての役割を強化する。 

◎ リーディングモデル地域以外の加盟地域（36 地域）への展開を促進する。 

◎ 今後、新規に加盟する地域に対しても、「美しい村連合ネットワークシステム（ヘルスツーリズ

ム開発システム）」を適用することにより、開発費用対効果を高める。 

◎ 「美しい村連合ネットワークシステム（ヘルスツーリズム開発システム）」を応用して、様々な

ツーリズムの形態を誘発する。 

 

 【本事業の応用型】 

◎ 今後、連合のホームページを多言語化させることにより、日本で最も美しい村に対する国際的

な関心の喚起、インバウンドへの対応を進める。 

◎ インバウンドが進む中で、全国の美しい村でクレジットカードが活用しやすくなる仕組みを検

討する。 

◎ 日本で最も美しい村の担い手として、「（仮称）美しい村カレッジ」のような仕組みを構築しな

がら、加盟地域の発展に寄与できる人材を育成していく。 
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Ⅲ 実施体制 
１ 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 各主体の役割 

No 名  称 役  割 

１ NPO 法人「日本で最も美しい村」連合 
理事会による意思決定 

全体統括 

２ 美しい村ヘルスツーリズム推進ＰＴ 

美しい村連合での ICT利活用の総合マネジメントを

実施 

情報システム構築のマネジメント 

３ 美瑛町協議会（美瑛町 政策調整室） 地域プログラム開発に係る総合調整と総合運営 

４ 大蔵村協議会（大蔵村 産業振興課） 地域プログラム開発に係る総合調整と総合運営 

５ 南小国町協議会（南小国町 総務課） 地域プログラム開発に係る総合調整と総合運営 

６ アドバイザー 事業実施に関する助言・協力 

７ 
委託先 

パシフィックコンサルタンツ株式会社

システム設計・構築 

地域プログラム開発・実証・現地指導 

アドバイザリーチームの調整 ほか 

コーディネーター：小野崎 研郎

アドバイザー：中西 安弘

アドバイザー：浅田　顕

コーディネーター：波佐本 由香

アドバイザー：伯井 竜太

アドバイザー：大瀬 由生子

アドバイザー：橋屋　哲

コーディネーター：波佐本 由香

アドバイザー：伯井 竜太

アドバイザー：大瀬 由生子

健康・体力づくり財団

国立健康栄養研究所　ほか

パシフィックコンサルタンツ㈱

人材育成
講師ほか

人材育成
講師ほか

人材育成
講師ほか

美瑛町

大蔵村 地域協議会

地域協議会

ヘルスツーリズム推進プロジェクト運営体制図

ヘルスツーリズム
推進ＰＴ

健康全般・医学全般
共通項目アドバイザー

システム開発委託

事務局
（美瑛町）

南小国町 地域協議会

ＮＰＯ法人
「日本で最も美しい村」連合

加盟地域
(現在39地域)

企業サポーター
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３ 事業実施進行表 

 

実施内容 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 以降 

地域協議会等開催 △  △  △  
 

 

事務調整会議 △ △ △ △ △ △  

プログラム開発/実

証方法の検討・決定 

 
      

人材育成  
 

    継続 

プログラムの試行     
 

 
 継続 

関連機器・設備、シ

ステムの検討・決定 

 
     

 

 

システム設計・構築   
 

   
 

 

関連機器・設備、シ

ステム等の調達 
  

 
    

システム稼働      
 

継続 

実績報告作成    
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Ⅳ 本事業に関する周知・広報等 
１．本事業により構築したウェブサイト又は本事業を掲載したウェブサイト 

 

[１] http://unetsys.jp［美しい村ネットワークシステム(UNS:Utsukushiimura-Network-System)］ 

 本事業により構築したウェブサイト 

 

 

[２] http://utsukusii-mura.jp ［美しい村公式 HP］ 

 「日本で最も美しい村」連合のウェブサイト 
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２．メディア等での紹介 
 南小国町でのヘルスツーリズムのコンテンツ開発の取り組みが、『広報きよら』に 3 回にわたり掲

載された。 
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３．その他 
  事業の実施状況等の様子等について、写真、事業概要図を添付する。 

 

連合全体の取り組みの様子           美瑛町の取り組みの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大蔵村の取り組みの様子            南小国町の取り組みの様子 
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Ⅴ 事業による成果 
１ 事業による成果（アウトプット指標） 

 

項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

（健康維持・促進） 

参加者数（医療機関、

健診センター、医師、

看護師、保健師、管理

栄養士、介護施設、

NPO 法人、薬局、健

康食品店など） 

8 名および 1 団体 

アドバイザリーボードへの登

録数でカウント 

2011 年 7 月下旬 本事業で、ヘルスツーリズムに関する専門家の皆様

による指導が実現した。これにより、「美しい村な

らではのヘルスツーリズム」を定義することが出来

た。 

利用者登録数 

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

ヘルスツーリズムの開発に関

わってきた人材の延べ人数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 1 地域あたり 16 人前後の参加によりヘルスツーリ

ズムの開発に臨んだ。今後他地域でも進めていくこ

とにより増加していく見込み。 

利用件数（相談件数、

アクセス数、投稿数、

施設利用回数、電子看

板閲覧数など） 

述べ 161 人のログ

イン 

※UNS：美しい村

ネットワークシス

テムのテスト運用

期間（1 週間：7/15

～7/21）の数値 

ヘルスツーリズムのシステム

の利用件数の把握 

2011 年 7 月下旬 8 月以降の本運用においては各自治体担当者だけ

でなく、地元関係者にも公開していくため増加する

見込み。 

情報配信数（コンテン

ツ数、更新回数など）

3 件 
ヘルスツーリズムのプログラ

ム開発数 

2011 年 7 月下旬 モデル 3 地域においてそれぞれプログラムを作成

した。次年度以降他地域で展開することにより、プ

ログラム数が増加する見込み。 
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項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

設置数（サイネージ、

Kiosk 端末など） 

10 台 

（1 自治体のみ） 
連合加盟地域（現在３９地域）

で１箇所以上の端末設置 

2011 年 7 月下旬 現在の主な設置箇所は、地区公民、 役場窓口等で

ある。今後各自治体が可能な範囲で拡大する可能性

がある。 

設置網羅率（設置数/

必要箇所） 

2.6％ 

※アンケート回答

38 自治体のうち、

1 自治体のみの設

定であるため 

設置数／連合加盟地域（現在

３９地域） 

2011 年 7 月下旬 38 自治体のうち、1 自治体（10 台）のみの設置と

なっているため、全体では 2.6％の設置網羅率とな

った。今後各自治体が可能な範囲で拡大する可能性

がある。 

プログラム数 

3 件 
ヘルスツーリズムの開発数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 モデル 3 地域においてそれぞれプログラムを作成

した。次年度以降他地域で展開することにより、プ

ログラム数が増加する見込み。 

プログラム開催回数

（運動アクティビテ

ィなど） 

313 回（38 自治体

平均 8.2 回） 連合加盟地域の年間イベント

開催数で把握 

2011 年 7 月下旬 各自治体では、健康マラソン、駅伝大会、トライア

スロンなど様々な運動アクティビティに関するイ

ベントを実施しており、今後も継続していく見込

み。 

（地域活性化） 

参加者数（店舗、販売

者、NPO 団体、その

他支援団体など） 

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

ヘルスツーリズムの開発に関

わってきた人材の延べ人数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 1 地域あたり 16 人前後の参加によりヘルスツーリ

ズムの開発に臨んだ。今後他地域でも進めていくこ

とにより増加していく見込み。 

利用者登録数（地域ポ

イントシステム参加

者など） 

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

上記と同じ 

2011 年 7 月下旬 1 地域あたり 16 人前後の参加によりヘルスツーリ

ズムの開発に臨んだ。今後他地域でも進めていくこ

とにより増加していく見込み。 
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項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

利用件数（アクセス

数、投稿数、公共交通

機関利用回数など） 

述べ 161 人のログ

イン 

1 人あたりのログ

イン状況 2.2 回 

ヘルスツーリズムのシステム

の利用件数の把握 

2011 年 7 月下旬 8 月以降の本運用においては各自治体担当者だけ

でなく、地元関係者にも公開していくため増加する

見込み。 

情報発信件数（コンテ

ンツ数、更新回数、メ

ール配信数など） 

スレッド数 7 件、

コメント数 10 件 

※UNS：美しい村

ネットワークシス

テムのテスト運用

期間（1 週間：7/15

～7/21）の数値 

メール・チャットなどの利用

数でカウント 

2011 年 7 月下旬 テスト運用期間（1 週間：7/15～7/21）の中で 7 つ

のスレッドが立てられ、それに対して 10 件のコメ

ントが投稿された。 

8 月以降の本運用においては各自治体担当者だけ

でなく、地元関係者にも公開していく予定のため増

加する見込み。 

広告収入額 

640 万円（2010 年）
美しい村公式 HP のサポータ

企業からの会費 

2011 年 7 月下旬 今後、「日本で最も美しい村」連合の取り組みが、

日本・世界の各地域に波及していく中で、取り組み

に理解・協賛するサポータ数が増加する見込み。 

（ICT 人材育成・活用雇用創出） 

参加者数（自治体、事

業者、NPO 団体など）

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

ヘルスツーリズムの開発に関

わってきた人材の延べ人数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 

利用者登録数 

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

ヘルスツーリズムの開発に関

わってきた人材の延べ人数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 

創出雇用件数（人数）
91 人 

 

協議会参加者に関係する事業

体の雇用者数 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 
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項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

ICT 人材育成人数 

44 人（UNS 登録

人数：39 地域の自

治体担当者等計）

ヘルスツーリズムのシステム

の利用者数 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 

プログラム数 

3 件 
ヘルスツーリズムの開発数を

カウント 

2011 年 7 月下旬 モデル 3 地域においてそれぞれプログラムを作成

した。次年度以降他地域で展開することにより、プ

ログラム数が増加する見込み。 

プログラム開催回数

（講演会、実地演習な

ど） 

102 回（38 自治体

平均 2.7 回） ICT 人材育成・活用雇用創出

数をカウント 

2011 年 7 月下旬 全ての地域が開催しているわけでなく、0 回と回答

した自治体が 84％（34 自治体）にのぼり、地域に

よって実施状況にばらつきがあるが現状である。こ

の点を改善していくことが今後の課題である。 

《②事業個別に設定された指標》 

WEB 会議システムの

参加者数 

39 自治体 
美しい村加盟自治体の参加数

2011 年 7 月下旬 今後、美しい村連合への新規加盟自治体が増加によ

って参加者数も増加していく見込み。 

開発プログラムの改

善の意見交換会 

3 回以上（モデル 3

地域各 1 回以上実

施） 

毎年、1 年間の活動をふりか

える中で、ヘルスツーリズム

などの活動のふりかえりを行

い、その後の活動の改善に活

かす場を持つ。 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 

再生可能エネルギー

の施設設置数 

184 施設（アンケ

ート回答 38 自治

体平均 4.8 施設） 

小水力、太陽光など再生可能

エネルギーの施設数 

2011 年 7 月下旬 全施設のうち 82％が太陽光エネルギー（150 施設）

を閉めている。加盟する地域の中の特性として、雪

室、雪氷熱・雪冷房などの再生可能エネルギー施設

がある点が特徴的である。 
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項 目 成果指数 成果指数に関する説明等 調査時期 結果についての分析等 

ヘルスツーリズムの

実施回数 

3 件 

ヘルスツーリズムの開発数 

2011 年 7 月下旬 モデル 3 地域においてそれぞれプログラムを作成

した。次年度以降他地域で展開することにより、プ

ログラム数が増加する見込み。 

ヘルスツーリズムの

参加者数 

47 人（モデル 3 地

域計） 

 

各プログラムの開発参加者 

2011 年 7 月下旬 今後他地域でも進めていくことにより増加してい

く見込み。 

e-learning の参加者

数 

44 人（39 自治体）

※述べ 161 人のロ

グイン 

1 人あたりのログ

イン状況 2.2 回 

美しい村ネットワークシステ

ム「e-learning」の参加者数

2011 年 7 月下旬 8 月以降の本運用においては各自治体担当者だけ

でなく、地元関係者にも公開していく予定のため増

加する見込み。 
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２ 事業による社会的効果等（アウトカム指標） 

 

項 目 事業成果 調査内容 算出方法 調査時期 結果についての分析 

（健康維持・促進） 

主観的健康度

向上率（実感）

【単独指標】 

100% 

 
開発したプログラム

の感想、今後も参加し

ていきたいか意向調

査 

主観的健康度向上率

（実感）＝今後もプロ

グラム作成に参加し

たいと回答した方/全

回答者数 

2011 年 7 月

下旬 

全回答者が、今後もプログラム作成に参加したいと回

答した。 

（地域活性化） 

地 域 イ ベ ン

ト・交流件数

【単独指標】 

217 回（アンケ

ート回答 34自

治体平均 6.4

回） 

アンケート調査によ

り、地域イベント数を

カウント 

全体件数＝A 地域イ

ベント・交流件数＋B

地域イベント・交流件

数＋・・・・   （加

盟地域の総和） 

2011 年 7 月

下旬 

各自治体では、地域資源を活かした特色ある地域なら

ではのイベントを実施しており、今後も継続していく

見込み。 

観光客の滞在

時間の増加 

-0.01 日 

宿泊数の把握 

観光客の滞在時間の増

加＝（今年の宿泊日数

平均）-（前年の宿泊日

数平均） 

2011 年 7 月

下旬 

1.22 泊（2009 年）、1.23 泊（2009 年）と微少傾向にあ

る。 

観光客の訪問

箇所数 

6 箇所 

(美瑛町2箇所) 

(大蔵村2箇所) 

（南小国町 2

訪問可能箇所の把握 

訪問箇所数＝ヘルスツ

ーリズムの各プログラ

ムで設定した訪問箇所

数×全プログラム数 

2011 年 7 月

下旬 

本事業で設定した訪問箇所は 6 箇所である。今後、他

地域での実施により増加していく見込み。 

（※本文箇所の定義は、○○温泉郷、○○棚田など 1

箇所で複数の施設・地点を含む。） 
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箇所） 

観光収入 

307 億円(2010

年推計) 

321 億円(2009

年推計) 

観光収入の把握 

観光収入＝標準的宿泊

料金×係数（1.2）×年

間宿泊者数 

2011 年 7 月

下旬 

307 億円（2010 年）、321 億円（2009 年）と前年より

減少した。この点を改善していくことが今後の課題で

ある。 

訪問・観光客数

の増加率 

2％減少 

(2010

年:1,845) 

(2009

年:1,884) 

※単位（万人） 

訪問・観光客数の把握

観光客数の増加率＝前

年度観光客数／今年度

観光客数 

2011 年 7 月

下旬 

1,845 万人（2010 年）、1,884 万人（2009 年）と前年よ

り減少した。この点を改善していくことが今後の課題

である。 

農産品・特産品

の売上増加率 

2％減少 

 
農産品・特産品の売り

上げの把握 

売上げ増加率＝前年度

第 1 次産業生産額／今

年度第 1 次産業生産額

2011 年 7 月

下旬 

116,412 百万円（2010 年）、118,859 万円（2009 年）

と前年より減少した。この点を改善していくことが今

後の課題である。 

地場産業の雇

用増加率 

3％減少 

 

地場産業（ここでは第

一次産業とする）の雇

用者数を把握 

地場産業の雇用増加率

＝年年度雇用者数／今

年度雇用者数 

2011 年 7 月

下旬 

32,843 人（2010 年）、33,816 人（2009 年）と前年よ

り減少した。この点を改善していくことが今後の課題

である。 

（ICT 人材育成・活用雇用創出） 

雇用件数、就業

件数（人数） 

2％減少 

(H19:85,498) 

(H20:84,353) 

(H21:83,375) 

※単位(人) 

連合加盟地域の納税

義務者数の把握 

※統計でみる市区町

村のすがた 2009～

2011 

雇用者数＝A 地域の納

税義務者数+B 地域の

納税義務者数＋・・・

（加盟地域の総和） 

（※統計でみる市区町

村のすがたの調査項目

2011 年 7 月

下旬 

年々減少傾向にある。この点を改善していくことが今

後の課題である。 
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「納税義務者」の統計

値を利用） 

雇用者・就労者

数の所得増加

率 

2％減少 

(H19:222,579) 

(H20:217,900) 

(H21:213,433) 

※単位 ( 百万

円) 

連合加盟地域の課税

対象所得平均の把握 

※統計でみる市区町

村のすがた 2009～

2011 

所得増加率＝（今年課

税対象所得平均 -前年

税対象所得平均）/前年

税対象所得平均 

（※統計でみる市区町

村のすがたの調査項目

「課税対象所得」の統

計値を利用） 

2011 年 7 月

下旬 

年々減少傾向にある。この点を改善していくことが今

後の課題である。 

主観的理解度

向上率（実感）

【単独指標】 

100% 

利用者意識の把握 

主観的理解度向上率

（実感）＝システム活

用により情報共有・情

報交換できた方 /全回

答者数 

2011 年 7 月

下旬 

全回答者が、システム活用により情報共有・情報交換で

きたと回答した。 

人口流出の減

少率 

16％抑制 

(H19:-1,803) 

(H20:-1,700) 

(H21:-1,421) 

※単位(人) 

加盟各地域の人口統

計を把握 

※統計でみる市区町

村のすがた 2009～

2011 

減少率＝前年度流出率

-今年度流出率 

各 年 の 人 口 流 出 率 ＝

（転入者-転出者）/総人

口 

（※統計でみる市区町

村のすがたの調査項目

「転入者数」「転出者数」

の統計値を利用） 

2011 年 7 月

下旬 

人口流出数は抑制傾向にある。この点を維持できるか

が課題である。 
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《②事業個別に設定された指標》 

各地域の美し

い村づくり協

議会の発足 

3 協議会 

 

加盟地域の住民や地

域団体が主体となっ

て形成する組織とす

る。 

加盟地域に対して、そ

れぞれ一つの協議会発

足を目指す。 

 

各加盟地域の協議会発

足＝協議会／モデル３

地域 

2011 年 7 月

下旬 

本事業のモデル 3 地域全部が協議会発足済みである。 

（加盟地域全体に実施したアンケートから他地域にお

いて既に 14 地域が「日本で最も美しい村」に関する地

域協議会を発足済みである。 

地域協議会が発足していない自治体に今後の予定を確

認したところ、既存の地域関係者との連携を基盤に協

議会発足を目指す意欲的な回答が得られた。 

そのため、今後増加していく見込みである。） 

美しい村連合

への個人会員

の増大 

333 人 
連合の規約に基づく

個人会員とする。 

2010 年 11 月、2011 年

7 月の個人会員数の前

後比較を行う 

2011 年 7 月

下旬 

今後、「日本で最も美しい村」連合の取り組みが、日本・

世界の各地域に波及していく中で、取り組みに理解・

応援・参加する個人会員が増加する見込み。 

観光者の増加

率、観光収入の

増加率 

【観光者】 

2％減少 

(2010年:1,845

万人) 

(2009年:1,884

万人) 

※単位（万人） 

【観光収入】 

4％減少 

(2010 年: 307

億円) 

(2009 年 :321

各加盟地域での観光

統計データによる。 

観光者の増加率、観光

収入の増加率 

2011 年 7 月

下旬 

2010 年（平成 22 年）の対前年比でみると、観光客、

観光収入ともにわずかに減少となった。 

政治・経済などの社会的要因が考えられるが、連合事

務局としてはこの数値を真摯に受け止め、増加に向け

たアクションを起こすことが課題である。 
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億円) 

各種メディア

における美し

い村関連の情

報掲載の機会

の増大 

5 件 

主に新聞や雑誌など

への掲載数とする。 
メディア掲載数 

2011 年 7 月

下旬 

今後、日本で最も美しい村ならではのヘルスツーリズ

ムが横展開、深化していく中で、メディア掲載の機会

も増大する見込み。 

加盟地域と企

業とのコラボ

レーションの

機会の増大 

コラボレーシ

ョ ン 機 会 指

数：7.2 加盟地域数、サポータ

企業数からコラボレ

ーション機会指数を

算出する。 

コラボレーション機会

指数は、設立当時の参

加自治体×サポータ企

業を１として、2010 年

11 月、2011 年 7 月の

指数を算出し前後比較

を行う。 

2011 年 7 月

下旬 

設立当時 2006 年の加盟数 9×サポータ企業数 23＝207

を 1 として（設立年は 2005 年 7 自治体から開始）2011

年のコラボレーション機会指数を算出すると 7.2 とな

り、コラボレーション機会は増加している。 

今後、「日本で最も美しい村」連合の取り組みが、日本・

世界の各地域に波及していく中で、取り組みに理解・

応援・参加する自治体、サポータ企業が増加すること

で、コラボレーション機会指数も増加する見込み。 
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３ 目標の進捗率 

指標 目標値 結果の数値 計測方法・出展等 調査時期 結果の分析（目標値の結果が大きい） 

ICT 人材育成数 

リーディングモ

デル地域 

北海道美瑛町 

15 名 25 名 美瑛町協議会において

ヘルスツーリズムのコ

ンテンツ開発に関与し

た人数を把握 

平成 23 年

７月末 

当初予定のＩＣＴ人材育成数 15 名よりも 25 名へと拡大するこ

とができた。地元においては、「サイクリング」をきっかけにし

たヘルスツーリズムのコンテンツ開発に対する関心も高く、

様々なステークホルダーを巻き込むことができた。今後、自転

車以外のテーマでのコンテンツ開発を進めることで、さらに美

瑛町における人材が拡大していく見込みである。 

ICT 人材育成数 

リーディングモ

デル地域 

山形県大蔵村 

15 名 19 名 大蔵村協議会において

ヘルスツーリズムのコ

ンテンツ開発に関与し

た人数を把握 

平成 23 年

７月末 

当初予定のＩＣＴ人材育成数 15 名よりも 19 名へと拡大するこ

とができた。地元においては、「現代版湯治」をきっかけにした

ヘルスツーリズムのコンテンツ開発に対する関心も高く、肘折

温泉組合を中心とする関係者を巻き込むことができた。今後は、

温泉関係者以外に農家さんなども関わってもらえる取り組みに

より、さらに大蔵村における人材が拡大していく見込みである。 

ICT 人材育成数 

リーディングモ

デル地域 

熊本県南小国町 

15 名 19 名 南小国町協議会におい

てヘルスツーリズムの

コンテンツ開発に関与

した人数を把握 

平成 23 年

７月末 

当初予定のＩＣＴ人材育成数 15 名よりも 19 名へと拡大するこ

とができた。地元においては、「食文化」をきっかけにしたヘル

スツーリズムのコンテンツ開発に対する関心も高い。協議会レ

ベルでの ICT 人材育成数は、19 名としたが、実際には、その

19 名が属している各組織にも働きかけが行われており、人材育

成の側面では数値以上の人材が関与したことから波及効果が大

きい地域であった。また、副次的効果として、協議会関係者の

ブランド形成に対する意識が大きく転換したことが上げられ

る。従来、南小国町にある『黒川温泉』が高級温泉地のブラン

ドとして知られているところであり、黒川温泉のある南小国町

は、あまり知られていなかった。今回、黒川温泉組合の若手が
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中心となって、南小国町の各種団体関係者と取り組んだところ、

黒川温泉のブランド力を高めるには、南小国町のブランド力を

同時に高める必然性が認識されたところである。今後、相互の

連携によって、持続的発展性と内発的発展性のある地域づくり

を取り組んでいくこととなった。 

ICT 人材育成数 

連合加盟地域 

108 名 51 名 美しい村連合において

ヘルスツーリズムのコ

ンテンツ開発に関与し

た人数を把握 

平成 23 年

７月末 

企画段階では、事業立ち上げ時期や事業予算等から連合加盟地

域全体で、ヘルスツーリズムの立ち上げプロセスにまで踏み込

む予定であった。事業採択段階での各種制約条件から、まずは

連合加盟地域の担当者から取り組むこととした。その結果、初

期段階で 51 名の関係者に本プログラムを共有することができ

た。平成 23 年度以降、美しい村ネットワークシステム（ＵＮＳ）

の稼働に伴い、着実に増加が期待される。 

健康プログラム

の構築 

3 プログラ

ム 

3 プログラ

ム 

各協議会で取り組んで

いるプログラムの実数

を把握 

平成 23 年

７月末 

事業期間中は、まずリーディングモデル地域でのプログラム着

手を目指した。報告書内でも示したように、それぞれの地域で

精力的に取り組んでおり、現在 3 プログラムの開発が進行中で

ある。 

 


